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令和 5年、2023年度 実績 

【学会発表】 

 検体 

1. 白田忠雄. リスクマネジメントを始めて思うこと･･･新たな疑問点. 2022年度 日本医療検査科学会、

2022.10（兵庫） 

 輸血 

1. 外山真彦. 試験管法の技術維持を目的とした当直者向け輸血検査の ISO15189 に関連した教

育訓練・評価体制の取り組み. 第 61回全国自治体病院学会、2023.8（北海道） 

 感染制御 

1. 磯田達也. MALDI-TOF MSで同定不能となった Brachyspira pilosicoliの一例. 第 35回日

本臨床微生物学会、2024.2（神奈川） 

 病理・遺伝子 

1. 阿部香織 . 第 60回 全国自治体病院学会最優秀演題、病理検体取り違え時の検体識別の手法

～臨床検査でできること～. 第 61回 全国自治体病院学会、2023.9（北海道） 

 

【講演・座長】 

 検体 

1. 新発田雅晴 講師「皮下グルコース検査」、日本臨床衛生検査技師会 タスク・シフト/シェアに関

する厚生労働大臣指定講習、令和 5年 4月、7月、9月、1月（水戸市） 

 輸血 

1. 外山真彦 パネルディスカッション「中級者向け輸血検査実技研修」、茨城県臨床検査技師会 

第 3回生命倫理検査部門 輸血・移植検査分野研修会、令和 5年 11月 19日（土浦市） 

 感染制御 

1. 磯田達也 講師「微生物検査ミニレクチャー～呼吸器材料（便）～」、茨城県臨床検査技師会 感

染疫学検査部門研修会（微生物検査分野）、令和 5年 9月 27日（Web配信） 

 病理・遺伝子 

1. 阿部香織 講師 「病理検体の取り扱い」今日からできるがんゲノム医療、令和 5 年 5 月（水戸

市）、6月（水戸市）、12月（日立市） 

2. 阿部香織 講師 「病理医負担軽減のための病理担当の臨床検査技師による切り出し業務」、日

本臨床衛生検査技師会「病棟業務とタスク・シフト/シェア推進」講習会、令和 4 年 1 月 29 日~2

月 28日（Web配信） 

3. 阿部香織 講師 「茨城県立中央病院におけるがん遺伝子パネル検査」、2023 年度第１回茨城

千葉病理細胞検査分野合同研修会、令和 5年 12月 3日（つくば市） 

4. 安田真大 講師 「細胞像について解説」、2023 年度第 2 回茨城県臨床細胞学会研修会、令

和 6年 1月 27日（つくば市） 

5. 阿部香織 講師 「がんゲノム外来へのサポートメンバーとしての参画」、多地点合同メディカル・

カンファレンス「茨城県立中央病院における遺伝子・ゲノム関連検査に関する取り組み」、令和 5

年 3月 17日（Web配信） 
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6. 阿部香織 講師 「外部精度管理報告」遺伝子病理・検査診断研究会 第 11 回定期報告会、令

和 6年 2月 3日（Web配信） 

 

【論文】 

□ 原著 

1. 阿部香織, 小井戸綾子, 飯嶋達生 ：病理検体取り違え時の検体識別の手法～臨床検査ででき

ること～. 全国自治体病院協議会雑誌 第 62巻 2023年第 4号 

 

 


